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お手入れ
●製品全体、アルミ部のキズの補修
●シリンダー、下レール
●電磁ロック
●リモコンの電池交換
●上レール、光電センサー

●リモコン
●電磁ロック
●押しボタンスイッチ、
　外部押しボタンスイッチ（オプション）
●安全補助装置について
●手動による操作について
●吊引戸、錠、シリンダー
●電源OFFのしかた
●電動操作への戻しかた

取扱説明書

●製品を安全に正しくお使いいただくために、
ご使用になる前にこの取扱説明書を最後ま
でお読みください。

　お読みになったあとは、たいせつに保存し
てください。

　保証書は「お引き渡し日、販売店名」など
の記入を必ず確かめてください。

保証書付き

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそ
れのある内容を示しています。

警告

取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのあ
る内容、または物的損害のおそれがある内容を示しています。

注意

！

！

この取扱説明書の内容は、製品を安全に正しくお使いいただき、
お客様の危害や損害を未然に防止するためのものです。
表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にし
たがってください。

行なってはいけない
内容です。

必ず実行していただく
内容です。

取扱いを誤った場合に、製品の損傷または故障のお
それがある内容を示しています。

お願い

Gスクリーン

リニア吊引戸



お手入れ……………P.11

使いかたと機能……P.7
お手入れ……………P.12

使いかたと機能…P.5、P.7
お手入れ…………P.11

リモコンアンテナ

シリンダー

吊引戸合掌框
かまちがっ   しょう

使いかたと機能……P.6
お手入れ……………P.14

光電センサー
お手入れ……………P.12

下レール

障害物を感知すると自動停止する光電センサーと
障害物に接触すると停止する過負荷検知機能付き

二重の安全性

光電センサー 過負荷検知機能

30cm
戻ります

お好みの玄関まわりを実現します。
アプローチ側に吊引戸を引込むことで省スペースを
実現。狭小地にも最適です。

リニア吊引戸でアプローチと
　　　　　カースペースを同時にデザイン。

演出アイテム
●Gルーフ天井材＋LED照明 ●デザイナースパーツ●Gスクリーン　角格子タイプ●ファンクション柱

インターホンやポストなどの必要な機能を柱に
装備。狭小地での敷地有効活用に役立ちます。

敷地を間取り、プライベート空間への目隠しと
しても活用できます。

玄関前を個性的に演出できます。欲しい所に屋根を取付けられ、LEDによる光の
演出も可能です。
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で
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リニア吊引戸での空間演出
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使いかたと機能……P.6
お手入れ……………P.13

お手入れ……………P.14

上レール

使いかたと機能……P.6

使いかたと機能……P.7

錠

押しボタンスイッチ

電装ケース
使いかたと機能…………P.5
リモコンの登録・登録抹消……P.9
お手入れ…………………P.13

使いかたと機能…………P.8
リモコンの登録・登録抹消……P.9
お手入れ…………………P.11

電磁ロック

リモコン

埋込み式の下レールを採用することで、フラットな
仕上がりとなり、歩行の支障になりません。

ユニバーサルデザイン

車輪等の機構をもたない為、従来の回転モーターよ
りも音が静かでスムーズです。

リニアモーターによる静かでスムーズな動作

演出アイテム
●デザイン格子 ●サイディング壁 その他にも…

（別売り品）
　●外部押しボタンスイッチ（KUK51）
　　吊引戸を道路側や離れた場所から操作したいときに
　●リモコン（KYZ77）
　　リモコンを増やしたいとき、破損・損失したときに
（補修品）
　●補修塗料
　　キズをつけたときの補修に

　　　　　　　目的にあわせてご利用ください。

●デザイン板塀

フレームの下に、1本単位で自由な位置で
取付けできます。

玄関前などの目隠しやデザインアクセント
に最適です。

住まいに落ち着いた雰囲気を与えます。
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・リモコンは約10メートル以内で操作してく
ださい。
・一時停止位置によっては動くことがあります。
・ダブルクリック間隔が２秒を超えると送信さ
れません。
・作動中に逆方向の操作をするときは、一度
「停」ボタンを押してください。
・複数のリモコンから同時に送信したとき、
無線器などの電波を受けたときは作動しな
いことがあります。

操作のしかた
安全補助装置について

吊引戸を操作するときには…

リモコン

電磁ロック

補足

（2度押し）

（2度押し）

（1度押し）クリック

・強風時には風の抵抗を
障害物として感知し、
装置がはたらく場合が
あります。
　むやみに作動させると
部品の破損や故障の原
因になりますので、風
が弱まってから作動さ
せるか手動に切替えて
から操作してください。

お願い

・電磁ロックの保持力は風速
30M/s相当です。強風時に
は手動で施錠してください。

お願い
操作のしかた

押ボタンスイッチ 外部押ボタンスイッチ （オプション）

（押ボタンスイッチの場合）

カバーの開けかた

ボタン操作のしかた

光電センサー：
障害物を感知すると自動停止します。

過負荷検知機能：
障害物に接触すると停止します。

（外部押ボタンスイッチの場合）

カバー

コイン等を
使用します。

ロック片

専用キーを
使用します。

ピタッ

ビーム

光電センサー

障害物

お願い

障害物

開

閉

解除

ロック

製品の破損や故障の原因になります。下記事項をお守りください。
　・風が強いときは無理に開閉操作をしないでください。
　・作動中に手をかけて早く動かすなど無理な操作をしないでください。
　・レールにたまった水が凍結した場合は、必ず溶けてから開閉してください。

トンッ

・押ボタンスイッチは、非常時やリモコンの電池切
れ時などに使用してください。
　通常はリモコンでの操作をおすすめします。

補足

・作動中に逆方向の
操作をするときは、
一度「停」ボタンを
押してください。

補足

吊引戸が
開く

吊引戸が
停止する

吊引戸が
閉まる

開

停

閉

・使用しないときはロックしておいてください。お願い

・リモコンを床に落としたり、衝撃を与えないでください。破損や故障の原因になるおそれがあります。お願い

約30
cm

もど
る

吊引戸が開く

ダブルクリック

ダブルクリック

吊引戸が閉まる

吊引戸が停止する
停

KYZ77

閉

開

使
い
か
た
と
機
能

使
い
か
た
と
機
能

使いかたと機能
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電源OFFのしかた手動による操作について

カギのあけかた、掛けかた

電動操作への戻しかた

補足 ・非常時（停電・故障）や強風時には、電源を「OFF」にすることで手動で動かすことができます。

開けかた、閉めかた
吊引戸

・在宅時は必ずキーがある事を確認してください。
・キーに刻印している番号（英数字）を控えてください。
　紛失時はこの番号で発注してください。鍵番号
が不明の場合、錠ユニットごと交換になります。

・スペアキーをお求めの場合は、キーと同梱包の
ご案内用紙をご覧頂き、お買い上げの販売店
（工事店）にお問い合わせください。

お願い

・乱暴な操作はしないでください。
　製品の故障原因になります。

お願い

・カバーは乱暴に引っ張らないで
ください。変形のおそれがあり
ます。

お願い

・ブレーカーのスイッチを上げる
と電動操作に切り替わります。

合掌框

合掌框を持って、
ゆっくりと動かす。

①カギをあける。
②ブレーカーのスイッチを上げる。
③吊引戸を 1往復させる。
　（ゆっくり動き、全開 /
　　　　　全閉位置でブザーが鳴ります。）
④吊引戸の動くスピードがあがったら設定完了。

掛ける

掛ける
あける

あける

錠、シリンダー

鍵番号

鍵番号

ツマミ

ビッー !

ビッー !

①差込む

②はめる

カバー

③しっかり
　押込む

がっ しょう かまち

がっ しょう かまち

カギが掛からないときは…
　吊引戸を一度開け閉め
　→カギを掛ける

電装ケース

電装ケース内部

ブレーカー カバーをつける。

電源OFF

電源ON

補足

中央部を持ってカバーを
ゆっくりと取外す。

ブレーカのスイッチを
下げる。

使
い
か
た
と
機
能

使
い
か
た
と
機
能
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登録抹消のしかた

登録のしかた

カバーの取付けカバーの取外し

30cm以内で
操作する。

リモコン

リモコン受信器

操作盤

（操作盤）

（操作盤）

（操作盤）

（操作盤）

（操作盤）

（登録するリモコン）

KYZ77

開

停

TOEX

閉

お願い

お願い

・リモコンを紛失した場合、一
度「登録抹消」作業をしてく
ださい。

・最大で16個まで登録でき
ます。

新規登録の場合 追加登録の場合
補足

・リモコンをリモコン受信器に
向け、30cm以内で操作し
てください。

・「OFF」にすると登録
されている全てのリモ
コンが抹消されます。

補足

リモコン
受信器

操作盤

お願い ・初期スイッチは絶対
に動かさないでくだ
さい。「OFF」にす
るとリモコンの登録
が抹消されます。
・「OFF」にした場
合は、再度登録が
必要です。

・カバーは乱暴に引っ張らないでください。
変形のおそれがあります。

お願い

①差込む

②はめる

カバー

③しっかり
　押込む

中央部を持って
カバーを
ゆっくりと取外す。

緑色に点滅 緑色に点滅

赤色に点灯

登録ボタンを押す。

停止ボタン
を押す。

スイッチ「ON」

登録ボタン
を押す。

点滅から点灯に変わる
→登録完了

スイッチ「OFF」

電装ケース内部

リモコン
受信器

操作盤

リ
モ
コ
ン
の
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録
・
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録
抹
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製品全体　お掃除：定期的に

汚れが軽い場合…
  水拭き→乾拭き

汚れがひどい場合…
  薄めた中性洗剤で
  汚れを落とす
  →水洗い→乾拭き

アルミ部  キズの補修

シリンダー お手入れ：定期的に

・鍵穴には錠前専用潤滑剤を
注入してください。

　合成潤滑剤は使用しないで
ください。

合成潤滑剤

グ
リ
ー
ス

CRC

錠前専用
潤滑剤

下レール お掃除：定期的に

・ブラシは使用しないでください。キズがつくおそ
れがあります。
・シンナー、ベンジンなどの有機溶剤は使わないで
ください。塗料がはがれるおそれがあります。
・フレーム、電装ケース内
に直接ホースで水をかて
水洗いはしないでくださ
い。製品の故障原因にな
ります。

弊社指定の補修塗料
（タッチペン等）

お願い

お願い

・下レールや排水溝に溜まったゴミは定期的に
清掃をして取除いてください。

お願い

・弊社指定の補修塗料で
補修してください。

お願い ・積雪時には、下レールに積もった雪をかきだ
してください。開閉ができなくなります。

補足

吊引戸、合掌框、電装ケースなど
かまちしょうがっ

吊引戸、合掌框、電装ケースなど
かまちしょうがっ

キズ

お
手
入
れ

お
手
入
れ

お手入れ
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電磁ロック お掃除：月に1度

リモコン 電池交換 交換目安：1日10回の使用で約5年

吊引戸 上部 電装ケース 上部
・電磁ロックの吸着面
が汚れると施錠時の
保持力が低下します。

・汚れたまま放置する
と腐食の原因になり
ます。

補足

固くしぼった布
で水拭き

→防錆油を塗布
ぼう せい

上レール お手入れ：定期的に

光電センサー お掃除：月に1度

・上吊りローラーにはシリコ
ーン系潤滑剤を塗布してく
ださい。

　合成潤滑剤は使用しないで
ください。 合成潤滑剤

グ
リ
ー
ス

CRC

お願い

シリコーン系
潤滑剤

レンズ面

やわらかい布で乾拭き

・レンズ面が汚れていたり、センサー部に雪が積
もっていると、誤った感知をし、吊引戸が停止
することがあります。

補足

・取外したネジの紛失にご注意ください。
・電池の極性「＋」・「－」を正しくセットし
てください。

・水分やほこり等が入らないようにし、回路部
にはふれないでください。

・リモコン各部に異常や不具合が生じた場合に
は、むやみに分解や調整をせずに、お買い上
げの販売店（工事店）にご相談ください。

・洗剤、溶剤は使用しないでください。製品の
故障原因になります。

お願い

お願い裏側ケース

古い電池

取外し

取付け

リモコン裏側

精密ドライバー（＋） CR2032
リチウム電池

裏側ケース

13 14
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警告！ 吊引戸を開閉するときは…

●車を運転しながら操作しない!

●途中で電源スイッチを切らない!

●開閉は最後まで確認する!

必ず実行

禁 止

●人や障害物がないことを確認!

●可動箇所には要注意!

吊引戸が惰性で動き、ケガをしたり重大
な事故につながるおそれがあります。

だ   せい

人や物がパネルにはさまれるなど重大な
事故につながるおそれがあります。

重大な事故につながるおそれがあります。

特に小さいお子様は、思わぬケガや事故
につながりやすいため十分に注意してく
ださい。

手足や指をはさみケガをしたり、重大な
事故につながるおそれがあります。

警告！ 下レール

●定期的に清掃!

必ず実行
過負荷を検出して吊引戸が反転作動し、
思わぬケガや事故につながるおそれがあ
ります。

警告！ 吊引戸は…

●ぶら下がり、よじ登り禁止!
部品の破損や故障の原因になり、思わぬ
ケガや事故につながるおそれがあります。

●修理や改造をしない!
吊引戸が倒れて思わぬケガや重大な事故に
つながるおそれがあります。

吊引戸にはさまれて、ケガをしたり重大
な事故につながるおそれがあります。

必ず実行

禁 止

●開けたまま放置しない!
　必ず1回ごとに閉める!

●出入りを行なうときは、
　吊引戸の動きが止まったことを確認!

強風等で吊引戸が動き、思わぬケガや事
故につながるおそれがあります。

安
全
上
の
ご
注
意

安
全
上
の
ご
注
意

安全上のご注意
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警告！ 電装ケース

禁 止

●濡れた手でブレーカーを
　操作しない!

感電するおそれがあります。

●配線には手を触れない!
感電するおそれがあります。

●仕様以外の電流・電圧の
　電源は使用しない!
火災等につながるおそれがあります。

●電装ケース取外し、ブレーカー
　操作時には、ケガに注意!
カバーの切断面やエッジで思わぬケ
ガの原因になります。

●配線は引っ張らない、
　挟み込まない!
断線や接触不良による製品の作動不
良や故障、事故の原因になります。

●電装ケースカバーは
　しっかりと押込んで!
電装ケースとカバーにすき間がある
と漏水し、製品の作動不良による事
故や故障の原因になります。

警告！ 錠

●停電時など手動で吊引戸を
　閉じた後は、必ず施錠!

強風等で吊引戸が動き、ケガをした
り重大な事故につながるおそれがあ
ります。

必ず実行

警 告！ 押ボタンスイッチ

●お子様の操作禁止!
ケガをしたり、重大な事故につな
がるおそれがあります。

●使用しない場合は施錠!

お子様が操作をして、誤って吊引
戸にはさまれるなど重大な事故に
つながるおそれがあります。

必ず実行

必ず実行

禁 止

警 告！ リモコン

●お子様の操作禁止!
ケガをしたり、重大な事故につな
がるおそれがあります。

●温度が50℃以上になる
　車内などへの放置禁止!
電池の破裂や液漏れにより、火災
の原因になるおそれがあります。

●雨で濡れる場所、濡れた
　場所に置かない!
電池の破裂や液漏れにより、火災
の原因になるおそれがあります。

禁 止

17 18
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●製品に異常が生じたときは、使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。

事前にお調べください

このようなとき 点　検 処　　置

押ボタンスイッチの操作、
リモコンの操作、
手動での操作で
パネルが開閉できない

施錠していませんか
解錠してください
（P.7「カギのあけかた、掛けかた」参照）

障害物を取除いてください
（P.6「安全補助装置について」参照）

砂や小石を取除いてください
（P.12「下レール お掃除」参照）

風が弱まってから操作してください

光電センサーのレンズ面を清掃
してください
（P.14「光電センサー お掃除」参照）

ブレーカーを「切」にしてください
（P.8「電源OFFのしかた」参照）
使用を中止して修理を依頼してください

ブレーカーを「切」にしてください
（P.8「電源OFFのしかた」参照）
使用を中止して修理を依頼してください

ブレーカーを「入」にしてください
（P.8「電源OFFのしかた」参照）
再びブレーカーが落ちる場合は、
修理を依頼してください

光電センサーが感知している
障害物を取除いてください

屋内の電源を入れてください

手動操作で開閉してください

吊引戸の通路上に
障害物がありませんか

下レール内に砂や小石などが
たまっていませんか

風が強くありませんか

上記以外の内容では、電動装置の
故障が考えられます。

屋内の電源は入っていますか

停電していませんか

ブレーカーが「切」になって
いませんか

光電センサーのレンズ面が
汚れていませんか

電装ケース内部から
異音・異臭がしませんか

光電センサーが障害物を
検出していませんか

押ボタンスイッチの操作、
リモコンの操作で
パネル開閉ができない

このようなとき 点　検 処　　置

補 足 ・ブレーカーを10秒以上切り電源をリセットして、正常復帰しないことを確認してから「点検」を行な
ってください。（P.8「電動操作への戻しかた」参照）

●お買い上げの販売店（工事店）または「お客さま相談センター」にお問い合わせください。

それでも直らないときは……

 

施錠・解錠できない 正しいキーを差込んでくださいキーが間違っていませんか

リモコンの操作で
パネルが開閉できない

「開」または「閉」ボタンを
 ダブルクリック（2度押し）してください
（P.5「リモコン 操作のしかた」参照）

リモコンの操作方法が
間違っていませんか

リモコンの電池が
消耗していませんか
（送信表示灯が点灯していますか）

新しい電池に交換してください
（P.13「電池交換」参照）

正しく取付け直してください
（P.13「電池交換」参照）

リモコンの電池の向きが
間違っていませんか

2台以上のリモコンから
同時に発信していませんか

同時に発信しないでください

各種無線機、コードレス電話など
同時に使用していませんか

同時に使用しないでください

操作位置がアンテナから遠すぎ
ませんか

到達距離以内で操作してください
（P.22「仕様」参照）

リモコンが受信器に登録
されていますか

リモコンを登録してください
（P.9「リモコンの登録・登録抹消」参照）

リモコンの初期スイッチが
「OFF」になっていませんか

初期スイッチを「OFF」にすると、
リモコンの登録が全て抹消され、
リモコンでの操作ができなくなります
リモコンを再度登録してください
（P.9「リモコンの登録・登録抹消」参照）
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●製品に異常が生じたときは、使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。

事前にお調べください
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●修理料金は技術料、部品代、出張料などで構成されています。
・技術料は、点検および故障個所の修理および部品交換、調整などの作業にかかる費用です。
・部品代は、修理に使用した部品代です。
・出張料は、修理士を派遣する場合の費用です。なお修理により交換した部品、製品は、特段のお申し出
がない場合は当社にて引き取らせていただきます。

●お客様ご自身でお取替えいただける部品については、ホームページよりご注文いただけます。
　リクシルパーツショップ　http://partsshop.lixil.co.jp/shop/
　掲載のない部品につきましては、お求めの取扱い店又は当社お客さま相談センター 　  0120-126-001
にご連絡ください。

（4）点検および修理料金のしくみ

（5）交換用部品について

故障の状況 
製　品　名 
施　工　日 
施 工 店 名 

できるだけ詳しく 
 

年　　月　　日 

ご　氏　名 
ご　住　所 
電 話 番 号  
そ　の　他 

●製品に異常が生じたときは使用を中止し、お買い上げの販売店（工事店）にご連絡ください。
●修理を依頼されるときは、下記のことをお知らせください。  　 　　

（1）保証書について

（2）保証期間

（3）修理について

●保証期間内でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。

お願い

●保証書は必ず施工店名、施工日などの所定事項を確かめて施工店からお受け取りください。
●保証書記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。

電 装 部 品    無 料

施工完了日（お引渡し日） 1年 2年

有      料
電装部品以外 無      料 有 料

●消耗品は寿命があり、有償保証となります。

項　　目
入力電圧
消費電力
モーター
開閉時間
開閉方法

リモコン到達距離
補助センサー
作動温度

仕　　様
AC100V（50／60Hz）

0.54W／回
リニアDCモーター

約10秒
押しボタンスイッチ、リモコン

約10m
近赤外線透過方式
－10～40℃

 

・リモコンの到達距離は、周囲の環境や電波障害などによ
り短くなることがあります。
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取説コード 

UD107
JZZ620706D
201004A＿1039
201603E＿1049

※当社は、当社商品のユーザー様及び流通業者様等の皆様の個人情報を商品納入や商品保証書を通じて取得し、将来にわたる
品質保証、メンテナンスその他の目的のために利用致します。当社の個人情報の取り扱いについて詳しくは当社ホームページの
 『プライバシーポリシー』(http://www.lixil.co.jp/privacy/) をご覧下さい。

ご住所 住所・店名

お名前

電　話

電話　　　　 （　　）様

（　　　　　）

本書はお引渡し日から左記期間中故障が発生した場合
には、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束する
ものです。詳細は下記記載内容をご参照ください。
※お引渡し日、お客様名、施工店名及び製造No.が不明の場
合は、保証しかねますので施工店に必要事項の記入をご
依頼ください。又本書は再発行致しませんので大切に保管
してください。

印

　　　年　　　月　　　日

対　象　部　品 期間（お引渡し日より）

但し電装部品 

本　　　　 体   2 ヶ 年

  1 ヶ 年

製造No.
（商品名シールNo.）

お引渡し日

お客様

保　　証
期　　間

施
　
工
　
店

Gリニア吊引戸　保証書

〒136-8535  東京都江東区大島2-1-1

1.　保証者
株式会社LIXIL

2.　保証の対象者
当該商品の所有者

3.　対象商品
LIXILブランドで発売しているエクステリア商品、ガーデンリビング ファ
ニチャー＆グッズ商品

4.　保証内容
取扱い説明書・表示ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正なご
使用状態で、保証期間内に発生した不具合については、下記に例示
する免責事項を除き、無料修理いたします。

5.　保証期間
当該商品の施工完了日（お引き渡し日※）から起算して２年間。（電装
部品及び木製部品については１年間）ただし、施工を伴わない商品
及びガーデンリビング ファニチャー＆グッズ商品についてはご購入され
た日から起算して１年間。
※注）新築分譲住宅の場合は、建築主さまへの引渡し日。

6.　品質保証の免責事項
保証期間内でも、次の様な場合には有料修理となります。
①当社の手配によらない第三者の加工、組立て、施工（基礎工事、取
付工事、シーリング工事、電気工事など）、管理、メンテナンスなどの
不備に起因する不具合（海砂や急結剤を使用したモルタルによる
腐食、中性洗剤以外のクリーニング剤を使用したことによる変色、腐
食、基礎寸法や取り付け寸法違いなどによる性能低下、工事中の
養生不良による変色や腐食など）。

②取扱い説明書や表示ラベル、カタログなどに記載された使用方法
からの逸脱及び適切な維持管理を行わなかったことなどに起因す
る不具合（例えば、雪下ろしや操作上の注意などの注意シール内
容の不励行による破損など）。

③表示された商品の性能を超えた性能を必要とする地域や場所に取
り付けられた場合の不具合（例えば、積雪強度、耐風圧強度、寒冷
地での作動性や凍結に起因する不具合など）。

④建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合。

⑤商品又は部品の経年変化（使用に伴う消耗・摩耗など。木製品のさ
さくれ、ヒビ割れ、変色、ネジ、ボルトの緩みや釘の浮きなど）や経年劣
化（樹脂部分の変質・変色など）またはこれらに伴う不具合、および
電池・電球などの消耗品の損傷や故障。

⑥商品又は部品の材料特性に伴う現象（例えば、木製品の反り、干
割れ、色あせ、木目違い、節抜け、樹液のにじみ出しなど）。

⑦自然現象や住環境に起因する結露などに起因する不具合（例え
ば、結露による凍結、サビ、カビ発生など）。

⑧環境が特に悪い地域又は場所に取り付けられたことに起因する腐
食及び不具合（例えば、海岸地帯での塩害や大気中の砂塵・煤
煙・金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車や給湯器などの排気ガスが
付着して起きる腐食や塗装はく離、異常な高温・低温・多湿による不
具合、軟弱地盤による沈下や、倒壊など）。

⑨天災その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地
盤沈下、落雷、火災など）により商品の性能を超える事態が発生し
た場合の不具合。

⑩実用化されている技術では予測不可能な現象またはこれが原因で
生じた不具合。

⑪犬、猫、鳥、ねずみ、虫などの小動物の害、またはつるや根などの植
物の害、またはそれに関する不具合。

⑫所有者様や第三者による不当な修理や改造（必要部品の取り外し
含む）に起因する不具合。

⑬本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合、又は使
用目的と異なる使用方法による場合の不具合。

⑭犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合および盗難。

※保証期間経過後の修理・交換などは有料といたします。
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありま
せんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、最
寄りの当社支店・営業所・お客さま相談センターにお問い合わせく
ださい。
※本商品保証は日本国内においてのみ有効です。
　（This warranty is availed only in Japan.）

※当社の商品に関し、上記に記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理を行うことをお約束するものです。
※保証期間中に故障・損傷などの不具合が発生した場合には、お取り扱いの施工店、工務店、販売店に修理を依頼してください。当社支店・営業所、
　お客さま相談センターにてもご相談を承ります。
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